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人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来市市

朝来広
報

平成２２年

２０１０ June

No.６３

６ 月
あ　　さ　　ご ６ 月

平成２２年

今月の主な内容

２～５朝来市誕生５周年
６～７市政フラッシュ
６～７我がまち朝来再発見
８～９まちのわだい
１０表彰を受けたみなさん
１１平成２１年度幼稚園評価
１２～１９情報掲示板
２０人いきいき／朝来市の数字あれこれ
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　５月１６日、生野町旧駅前通り一帯で、生野もりあげ隊による

「銀谷ぽっぽまつり」が開催され、今年も様々な催しが行われま

した。

　中でも、鉄道模型「Ｎゲージ」の展示会場は、本物そっくりなミ

ニチュアの世界とあって子どもたちに大人気。目の前を通り過

ぎる電車を熱いまなざしで見つめていました。



移
り
ゆ
く
時
代
の
中

移
り
ゆ
く
時
代
の
中
でで

変
わ
ら
ぬ
大
切

　
　
変
わ
ら
ぬ
大
切
なな
財
産
 財
産
 が
あ
る
。

が
あ
る
。

た
 
か
 
ら

　
緑
豊
か
な
自
然

緑
豊
か
な
自
然
。。

　
歴
史
と
伝
統
文
化

歴
史
と
伝
統
文
化
。。

人
情
味
あ
ふ
れ
る
笑
顔
の
ふ
れ
あ
い

　
人
情
味
あ
ふ
れ
る
笑
顔
の
ふ
れ
あ
い
。。

老
若
男
女
が
ひ
と
つ
に
な
っ

老
若
男
女
が
ひ
と
つ
に
な
っ
てて

今
日
か
ら
ま
た
新
し

　
　
今
日
か
ら
ま
た
新
し
いい

　
　
　
　
未
来
 未
  来
 づ
く
り
が
始
ま
る

づ
く
り
が
始
ま
る
。。

ま
 
ち

広報 朝朝来来 ２



平成２２年６月平成２２年６月号号３

合
併
５
周
年
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
来
市
長

　　
平
成
　
年
４
月
１
日
、生
野
町
、和
田
山
町
、山
東
町
、朝
来
町
の
４
町

１７

が
合
併
し
朝
来
市
が
誕
生
し
て
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
間
、市
民

の
皆
様
方
の
市
政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
当
時
、地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、国
の
三
位
一
体
改
革
の
推

進
、少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
人
口
構
造
の
変
化
、日
常
生
活
で
は
情
報
技

術
や
道
路
交
通
網
の
充
実
に
よ
る
生
活
圏
域
の
時
間
距
離
の
短
縮
な
ど
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の「
自
主
的
、自
立
的
な
ま

ち
づ
く
り
」が
よ
り
一
層
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、個
性
あ
る
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
は
日
常
生
活
に
着
目
し
た
行
政
組
織
の
改
革
と
行
財
政
基
盤

の
強
化
こ
そ
が
肝
要
で
あ
り
、市
町
村
合
併
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ

た
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
発
足
し
た
朝
来
市
で
は
、ま
ず
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
施
策

を
中
心
に
力
を
注
ぎ
、そ
れ
と
並
行
し
て
市
民
参
加
型
の
新
た
な
行
政

の
仕
組
み
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
５
年
間
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
軌
跡
を
改
め
て
胸
に
刻
み
、今
後
は
自
治
基
本
条
例
に
沿
っ
て

さ
ら
に
市
民
と
行
政
の
対
話
を
積
み
重
ね
、相
互
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
な
が
ら「
人
と
緑
　
心
ふ
れ
あ
う
交
流
の
ま
ち
　
朝
来

市
」の
飛
躍
に
向
け
、市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、格
段
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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生野銀山開坑１２００年式典 但馬のまほろば竣工

のじぎく兵庫国体 市誕生記念式典

市消防団結団式

市開庁式アコバス運行開始

ケアハウス朝来竣工北近畿豊岡自動車道開通

国際こどもサミット

市土づくりセンター竣工

朝
来
市

５
年
の
あ
ゆ
み

平
成
　
年
１７

４
月
１
日
　
朝
来
市
誕
生

４
月
５
日
　
栃
原
幼
・
小
と
生
野
幼
・
小
が
統
合

４
月
６
日
　
市
議
会
開
会

５
月
８
日
　
市
長
選
挙

５
月
９
日
　
井
上
英
俊
初
代
市
長
就
任
式

６
月
　
日
　
市
消
防
団
結
団
式

１２

７
月
　
日
　
市
連
合
区
長
会
設
立
総
会

１５

７
月
　
日
　
市
誕
生
記
念
式
典

１７

　
月
　
日
　
市
議
会
議
員
選
挙

１０

２３

平
成
　
年
１８

１
月
　
日
　
市
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
竣
工

１７

２
月
４
日
　
鉱
石
の
道
２
０
０
５
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

４
月
１
日
　
播
但
線
全
線
開
通
１
０
０
周
年
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

５
月
　
日
　
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
提
言
発
表
会

２５

７
月
６
日
　
近
代
化
遺
産
活
用
・
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
㏌
朝
来
市

７
月
　
日
　
道
の
駅
「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
竣
工

１３

７
月
　
日
　
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
開
通

２２

９
月
　
日
　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
朝
来
竣
工

１５

　
月
６
日
～
９
日
　
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体

１０　
月
９
日
　
国
際
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト

１１平
成
　
年
１９

１
月
７
日
　
ア
コ
バ
ス
運
行
開
始

１
月
　
日
　
曲
り
尾
橋
（
市
道
和
田
山
筒
江
線
）
完
成

２７

２
月
　
日
　
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始

２０

３
月
　
日
　
国
道
４
２
９
号
「
神
子
畑
バ
イ
パ
ス
」
開
通

２３

４
月
　
日
　
寺
内
幼
・
保
に
認
定
こ
ど
も
園
誕
生

１１

７
月
　
日
　
朝
来
大
橋
（
農
道
庄
境
井
詰
線
）
完
成

２１

８
月
　
日
　
生
野
銀
山
開
坑
１
２
０
０
年
記
念
式
典

１１

　
月
６
日
　
都
市
計
画
道
路「
駅
南
線
」完
成

１０



平成２２年６月平成２２年６月号号５

２００８あさご生涯スポーツ・オリンピック大会

ふれあい市長室まちづくりフォーラム

市消防団ポンプ操法大会

平成２１年台風９号災害

市議会議員選挙 奥銀谷小学校閉校

多次市長初登庁 地域自治協議会活動報告会

平
成
　
年
２０

５
月
　
日
　
市
連
合
国
際
交
流
協
会
設
立
総
会

２７

６
月
６
日
　
フ
ラ
ン
ス
・
バ
ル
ビ
ゾ
ン
市
か
ら
使
節
団
来
訪

６
月
８
日
　
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

６
月
　
日
　
市
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

１４

６
月
　
日
　
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
小
型
ポ
ン
プ
の
部

２８

６
月
　
日
　
カ
ナ
ダ
・
パ
ー
ス
町
と
姉
妹
都
市
提
携
協
定
書
調
印

２８

８
月
　
日
　
N
P
O
い
く
の
ラ
イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
発
足
式

３１

９
月
１
日
　
わ
だ
や
ま
観
光
案
内
所
オ
ー
プ
ン

９
月
　
日
　
２
０
０
８
あ
さ
ご
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

２３

　
月
　
日
　
林
道
床
尾
線
開
通

１１

１９

平
成
　
年
２１

１
月
７
日
　
よ
ふ
ど
温
泉
入
湯
者
１
０
０
万
人
達
成

３
月
　
日
　
森
は
な
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
「
じ
ろ
は
っ
た
ん
ウ
オ
ー
ク
」

２９

３
月
　
日
　
朝
来
市
民
憲
章
制
定
・
施
行

３０

３
月
　
日
　
但
馬
で
初
、
自
治
基
本
条
例
を
制
定

３０

３
月
　
日
　
県
内
初
・
議
会
基
本
条
例
を
制
定

３０

３
月
　
日
　
奥
銀
谷
小
学
校
・
幼
稚
園
が
閉
校
・
閉
園

３１

４
月
１
日
　
生
野
駅
交
通
セ
ン
タ
ー
完
成

４
月
７
日
　
奥
銀
谷
幼
・
小
と
生
野
幼
・
小
が
統
合

４
月
　
日
　
市
長
選
挙

１９

５
月
８
日
　
多
次
勝
昭
第
二
代
市
長
就
任
式

５
月
　
日
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
、
市
内
で
も
確
認

１７

７
月
　
日
　
中
野
橋
と
市
道
物
部
山
内
線
が
完
成

２７

８
月
９
日
～
　
日
　
台
風
９
号
の
豪
雨
災
害

１０

　
月
　
日
　
市
議
会
議
員
選
挙

１０

２５

　
月
　
日
　
市
の
花
「
さ
く
ら
」、
木
「
け
や
き
」
に
決
定

１２

２５

平
成
　
年
２２

３
月
　
日
　
市
の
歌
を
制
定

３０



　
古
来
か
ら
道
は
、地
域
間
の
情

報
交
流
を
行
う
た
め
の
導
線
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
い
わ
ゆ
る「
異
文
化
交
流
」

の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り

政
治
経
済
な
ど
の
情
報
の
伝
達
だ

け
で
な
く
、地
域
間
の
民
俗
風
習

や
、時
に
は
宗
教
祭
礼
の
舞
台
と

し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
し

た
。今
回
は
、「
 成
  相
  道
 」や「
丹
後

な
り
 
あ
い
 
み
ち

道
」の
刻
印
の
あ
る
道
標
を
取
り

上
げ
な
が
ら
、市
内
に
残
る
西
国

三
十
三
所
観
音
霊
場
巡
り
の
巡
礼

道
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
西
国
三
十
三
所
巡
礼
に
関
す
る

記
述
は
古
く
、平
安
時
代
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。一
般
的
に
巡
礼
の

習
慣
が
庶
民
層
ま
で
広
が
っ
た
の

は
江
戸
時
代
と
推
定
さ
れ
、関
東

の
観
音
霊
場
巡
り
と
合
わ
せ
て
全

国
的
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
巡
礼
の
行
程
は
、第
一
番
 札
 
※

所
と
し
て
和
歌
山
県
の
 那
  智
  山
  青
 

な
 

ち
 

さ
ん
 
せ
い

 岸
  渡
  寺
 か
ら
始
ま
り
、第
三
十
三

が
ん
 

と
 

じ

番
札
所
で
あ
る
岐
阜
県
の
 谷
  汲
 

こ
く
 
き
ゅ
う

 山
  華
  厳
  寺
 に
至
る
巡
礼
道
で
す
。

さ
ん
 

け
 

ご
ん
 

じ

こ
の
行
程
は「
御
詠
歌
」の
中
で
和

歌
の
賛
仏
歌
と
し
て
歌
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん
も
よ
く
ご

存
知
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ

の
う
ち
、二
十
七
番
札
所
で
あ
る

姫
路
の
書
写
山
円
教
寺
か
ら
、二

十
八
番
札
所
で
あ
る
京
都
府
宮
津

市
の
 世
  野
  山
  成
  相
  寺
 へ
向
か
う
道

せ
 

や
 

さ
ん
 
な
り
 
あ
い
 

じ

が
、市
内
を
北
上
し
山
東
町
か
ら

広報 朝朝来来 ６

　
伊
由
市
場
バ
ス
停
に
あ
る
道
標

市政フラッシ市政フラッシュュ

路傍の文化財路傍の文化財　　　　　　　
～道標をたどる（市内の巡～道標をたどる（市内の巡礼礼道）①～道）①～

第３１回

市市　市
の
情
報
発
信
の
拠
点
施
設
と
し

て
、生
野
駅
西
口
に
あ
る
交
通
セ
ン

タ
ー
地
域
情
報
室
に「
朝
来
市
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー
」が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
　
同
セ
ン
タ
ー
は
、市
の
南
側
の
玄

関
口
と
し
て
、立
地
条
件
を
活
か
し
、

多
く
の
利
用
者
に
情
報
発
信
し
、市

の
観
光
資
源
の
活
用
と
観
光
客
の
市

内
滞
在
時
間
の
増
加
、宿
泊
客
の
増

加
を
目
的
に
運
営
さ
れ
ま
す
。

　
施
設
内
に
は
、観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
観
光
情
報
の
映
像
が
流
さ
れ
る

な
ど
、市
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
竹
田
大
路
ダ
ム
進
入
口
に
あ
る
道
標

来
市
の
南
玄
関
に
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
開
設

朝朝
　
台
風
９
号
災
害
の
復
旧
に
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
は
、市
の
義
援
金
配
分

検
討
委
員
会
で
検
討
し
、被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
々
に
支
給
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣

や
取
り
ま
と
め
な
ど
災
害
復
旧
活
動

に
多
大
の
貢
献
の
あ
っ
た
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
善
意
銀
行
に
、福
祉
の

向
上
に
活
用
い
た
だ
く
た
め
、４
月

　
日
、義
援
金
の
一
部
を
寄
付
し
ま

２８し
た
。

　
戸
田
会
長
か
ら「
多
く
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
芳
志
を
温
も
り
の
あ
る
地

域
福
祉
の
更
な
る
充
実
の
た
め
、役

立
て
た
い
。」と
の
感
謝
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

害
義
援
金
の
一
部
を
善
意
銀
行
に
寄
付

災災

義援金を寄付する多次市長（右）と受け取る朝来市
社会福祉協議会戸田幸男会長

生野駅西口に開設された朝来市観光情報センター
開館時間は午前９時５０分～午後４時４０分、火曜休み



市市　４
月
　
日
、和
田
山
町
筒
江
に
あ

２３

る
国
史
跡
、茶
す
り
山
古
墳
の
整
備

が
終
了
し
、古
墳
公
園
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
は
同
古
墳
を
築
造

当
時
の
姿
に
復
元
。頂
上
に
は
、埋
葬

施
設
が
出
土
さ
れ
た
時
の
様
子
が
再

現
さ
れ
、は
に
わ
の
レ
プ
リ
カ
も
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
古
墳
の
ふ
も
と
に
建
て
ら
れ
た
、

茶
す
り
山
古
墳
学
習
館
で
は
、古
墳

を
解
説
す
る
ビ
デ
オ
映
像
や
パ
ネ
ル

が
展
示
さ
れ
て
お
り
、古
墳
の
概
要

に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
黒
川
区
簾
野
・
内
海
・
朝
日
・
奥
田

路
区
内
に
携
帯
電
話
の
基
地
局
が
完

成
し
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
基
地
局
は
、総
務
省
と

兵
庫
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
市
が

整
備
し
、携
帯
電
話
事
業
者
に
貸
与

し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
引
き
続
き
、携
帯
電
話
の

不
通
話
区
域
の
解
消
に
向
け
、安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

茶すり山古墳学習館の前でテープカットをする関係者内海区内に整備された携帯電話の基地局

平成２２年６月平成２２年６月号号７

丹
波
へ
ぬ
け
て
い
ま
す
。

　
巡
礼
者
は
市
川
沿
い
を
北
上
し

な
が
ら
、ま
ず
生
野
を
目
指
し
ま

し
た
。巡
礼
者
に
と
っ
て
は
銀
山

町
に
入
る
用
事
も
無
い
の
で
、関

所
を
通
ら
ず
但
馬
起
点
一
里
塚
の

あ
る
道
を
進
み
、旧
峠
を
越
し
て

行
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。こ
こ

か
ら
の
道
中
は
円
山
川
沿
い
の
一

本
道
で
す
。山
口
の
護
国
神
社
辺

り
に「
左
さ
な
か
　
右
た
ん
ご
な

り
あ
い
」の
道
標
が
あ
り
、伊
由
市

場
バ
ス
停
で
は
、 梵
 字「
ア
」
字（
阿

※

弥
陀
如
来
を
表
す
）を
刻
し「
右
ハ

た
ん
ご
道
」と
あ
る
道
標
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
阿
弥
陀
如
来
の
加

護
を
受
け
無
事
に
巡
拝
が
か
な
う

こ
と
を
願
っ
た
も
の
で
す
。

　
次
に
あ
る
の
は
、竹
田
大
路
ダ

ム

進

入

口

で

す
。こ

こ

で

は

「（
ま
っ
）す
ぐ
ゆ
し
ま
　
た
ん
ご

な
り
あ
い
」と
刻
印
さ
れ
た
道
標

が
あ
り
、城
崎
温
泉
に
行
く
 湯
 治

※

客
の
姿
が
し
の
ば
れ
ま
す
。更
に

観
音
寺
の
参
道
口
ま
で
進
む
と
、

そ
こ
に
は
一
際
大
き
な
石
に
阿
弥

陀
三
尊
の
梵
字
を
刻
し
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。正
面
に
阿
弥
陀
如
来
、

左
に
 勢
  至
  菩
  薩
 、右
に
 観
  世
  音
  菩
 

せ
い
 

し
 

ぼ
 

さ
つ
 

か
ん
 

ぜ
 

お
ん
 

ぼ

 薩
 を
刻
し
、観
世
音
菩
薩
の
下
に

さ
つは「

右
志
ゆ
ん
れ
い
　
ゆ
し
ま
　

み
ち
」と
案
内
さ
れ
て
い
ま
す
。当

時
の
旅
が
、い
か
に
過
酷
で
あ
っ

た
か
、
ひ
た
す
ら
仏
に
祈
る
寄
進

者
の
姿
が
麗
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

加
都
橋
の
た
も
と
ま
で
進
む
と

「
す
ぐ
ゆ
し
ま
　
右
た
ん
ご
な
り

あ
い
」と
刻
印
さ
れ
た
道
標
が
あ

り
、こ
こ
で
湯
島
へ
の
湯
治
道
と

巡
礼
道
が
分
か
れ
る
こ
と
を
確
認

で
き
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
、円
山
川
沿
い
を
離

れ
、
 宝
  珠
  峠
 を
ぬ
け
て
山
東
町
か

ほ
う
 
じ
ゅ
 
と
う
げ

ら
夜
久
野
高
原
を
目
指
し
ま
す
が
、

紙
面
の
関
係
上
、次
号
に
譲
る
こ

と
と
し
ま
す
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

※
札
所
…
参
拝
し
た
し
る
し
と
し

　
て
札
を
受
け
る
霊
場

　
梵
字
…
古
代
イ
ン
ド
の
文
章
語

　
で
あ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を

　
書
く
た
め
に
考
案
さ
れ
た
文
字

　
湯
治
…
温
泉
に
入
っ
て
療
養
す

　
る
こ
と

内
４
地
域
で
携
帯
電
話
の
使
用
が
可
能
に

市市
代
の
魅
力
た
っ
ぷ
り
、古
墳
公
園
が
オ
ー
プ
ン

古古

　
観
音
寺
の
参
道
口
に
あ
る
道
標
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５
月
　
日
、糸
井
小
学
校
の
全
校

１４

生
徒
と
糸
井
こ
ど
も
園
の
５
歳
児
が

糸
井
川
で
ア
ユ
の
放
流
体
験
を
行
い

ま
し
た
。こ
れ
は
、体
験
を
通
し
て
、

自
然
に
親
し
み
、自
然
環
境
を
理
解

す
る
こ
と
を
目
的
に
昨
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
円
山
川
漁
業
協
同
組
合
和
田
山
支

部
の
方
が
円
山
川
と
ア
ユ
に
つ
い
て

説
明
し
、「
美
し
い
環
境
を
み
ん
な
の

手
で
守
り
、大
き
な
ア
ユ
が
育
つ
川

に
し
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、約
２
千
匹
が
、
子
ど
も

空
か
ら
お
菓
子
が
ふ
っ
て
き
た

空
か
ら
お
菓
子
が
ふ
っ
て
き
た
！！

き
れ
い
な
川
で
大
き
く
な
っ
て

き
れ
い
な
川
で
大
き
く
な
っ
て
ねね

アユをゆっくり放流

お菓子まきに手を伸ばす子どもたち

　
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け

て
、市
内
の
国
際
交
流
協
会
の
支
援

に
よ
り
、米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
の
訪
問

団
が
、朝
来
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
４
月
　
日
、今
回
で
　
回
目
と
な

２３

１３

る
マ
ウ
ン
ト
テ
ー
バ
ー
中
の
訪
問
団

が
山
東
町
を
訪
問
。一
行
は
２
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、茶
す
り
山
古

墳
公
園
の
見
学
や
、自
転
車
に
乗
っ

て
山
東
町
内
を
散
策
し
な
が
ら
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
日
に
は
梁
瀬
中
学
校
、　
日
に

２７

２８

は
生
野
中
の
授
業
に
参
加
。ホ
ー
ム

ル
ー
ム
の
時
間
に
は
、マ
ウ
ン
ト

テ
ー
バ
ー
中
生
徒
か
ら
両
校
の
生
徒

へ
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
ア
ン

ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。マ
ウ
ン

ト
テ
ー
バ
ー
中
生
徒
は
、す
ら
す
ら

と
日
本
語
で
質
問
し
、生
野
中
の
生

座禅をするシャヘイラムバレー中生徒

よ
う
こ
そ
朝
来
市
へ

文
化
交
流
の
架
け

よ
う
こ
そ
朝
来
市
へ
　
文
化
交
流
の
架
け
橋橋

徒
ら
は
英
語
を
交
え
て
答
え
て
い
ま

し
た
。

　
４
月
　
日
に
は
、シ
ャ
ヘ
イ
ラ
ム

３０

バ
レ
ー
中
の
訪
問
団
が
　
回
目
の
和

１９

田
山
町
訪
問
。生
徒
ら
は
、ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
な
が
ら
、和
田
山
中
学
校
で

授
業
に
参
加
し
た
り
、東
河
小
学
校

で
児
童
と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
５
月
７
日
に
は
、徳
林
寺（
和
田
山

町
竹
ノ
内
）で
座
禅
と
茶
道
を
体
験
。

　
生
徒
た
ち
は
様
々
な
日
本
の
伝
統

文
化
を
学
び
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

家
族
や
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
８
月
に
生
野
・
梁
瀬
、９
月
に
は
和

田
山
の
中
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
米
国
を

訪
問
し
ま
す
。ま
た
、　
月
に
は
朝
来

１０

中
学
校
の
生
徒
が
姉
妹
都
市
の
カ
ナ

ダ
・
パ
ー
ス
市
を
訪
問
す
る
予
定
で

す
。

マウントテーバー中生徒（左）のインタビューを受ける生
野中生徒

　
市
は
５
月
５
日
、
ヒ
メ
ハ
ナ
公
園

で
こ
ど
も
ま
つ
り
を
開
催
。当
日
は

天
候
に
恵
ま
れ
、多
く
の
親
子
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
様
々
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
紙
飛
行

機
飛
ば
し
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。　

　
中
で
も
一
際
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
た
の
は
、お
菓
子
ま
き
。空

か
ら
ふ
っ
て
く
る
お
菓
子
に
、参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は
大
興
奮
で
し
た
。

両
手
を
伸
ば
し
て
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
こ
ど
も
の
日
に
な

り
ま
し
た
。

た
ち
に
よ
っ
て
放
流
さ
れ
、
元
気
に

泳
ぐ
ア
ユ
に「
ま
た
戻
っ
て
き
て
ね
」

と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
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４
月
　
日
、Ｊ
Ｒ
和
田
山
駅
前
通

２４

り
で
、軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
荷
台
に

商
品
を
並
べ
て
店
舗
に
し
た
朝
市

「
和
田
山
駅
前
ト
ラ
市
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
　
店
舗
が
参
加
し
、
農
産

３９

物
や
海
産
物
、手
作
り
の
工
芸
品
、食

料
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
、会
場
は
多

く
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
朝
市
は
、駅
前
商
店
街
の
活

性
化
を
目
的
に
、商
店
主
や
商
工
会

青
年
部
員
な
ど
に
よ
る
実
行
委
員
会

が
企
画
。今
後
も
毎
月
第
４
土
曜
日

に
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

　
生
野
町
黒
川
の
N
P
O
法
人
「
日

本
ハ
ン
ザ
キ
研
究
所
」が
４
月
　
日
、

２９

入
館
者
１
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
１
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、明
石

市
の

原
さ
ん
の
家
族
。「
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。２
度
目
の
来
所
で
す
が
、

ぜ
ひ
ま
た
来
た
い
で
す
」と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　
同
研
究
所
は
、平
成
　
年
８
月
に

１７

開
所
さ
れ
て
以
来
、施
設
内
で
飼
育

し
て
い
る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

見
学
の
受
け
入
れ
や
周
囲
の
自
然
を

活
か
し
た
環
境
学
習
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。　

日
本
ハ
ン
ザ
キ
研
究
所

来
館
者
１
万
人
突

日
本
ハ
ン
ザ
キ
研
究
所
　
来
館
者
１
万
人
突
破破

「
軽
ト
ラ
」の
荷
台
に“
商
品
と
夢
”を
の
せ

「
軽
ト
ラ
」の
荷
台
に“
商
品
と
夢
”を
の
せ
てて

軽トラックの荷台に並べられた商品を買う参加者

栃本所長（右）から記念品を贈られる　原さん家族

　
山
陰
随
一
の
規
模
を
誇
る
白
井
大

町
藤
公
園
で
４
月
　
日
か
ら
５
月
　

２９

２０

日
ま
で「
藤
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
、フ

ジ
の
花
を
楽
し
む
た
く
さ
ん
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
４
月
の
寒
さ
の
影
響
で
例

年
よ
り
も
遅
い
開
花
で
し
た
が
、５

月
　
日
ご
ろ
に
は
ほ
ぼ
満
開
に
な
り
、

１０
ま
し
た
。

　
整
備
さ
れ
た
フ
ジ
棚
の
下
を
歩
く

と
、ほ
ん
の
り
と
甘
い
香
り
に
包
ま

れ
、見
上
げ
れ
ば
薄
紫
色
の
フ
ジ
の

花
が
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に
降
り
注
い

で
い
ま
し
た
。

　
迅
速
な
通
報
と
的
確
な
処
置
で
、

火
災
被
害
を
未
然
に
防
い
だ
出
火
防

止
協
力
者
２
人
に
、５
月
　
日
、市
役

１７

所
生
野
庁
舎
で
市
消
防
本
部
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
の
は
田
畑
義
太
郎
さ

ん（
生
野
６
区
）と
椿
野
兵
馬
さ
ん

（
同
）。田
畑
さ
ん
は
４
月
　
日
　
時

２６

１７

頃
、自
宅
の
外
で
作
業
中
、住
宅
用
火

災
警
報
器
の
音
を
聞
き
、近
く
に
い

た
椿
野
さ
ん
と
共
に
現
場
へ
急
行
。

１
１
９
番
通
報
と
ガ
ス
の
元
バ
ル
ブ

を
閉
め
る
な
ど
の
処
置
を
行
い
、火

災
を
未
然
に
食
い
止
め
ま
し
た
。

降
り
注
ぐ
満
開
の
フ
ジ
の

降
り
注
ぐ
満
開
の
フ
ジ
の
花花

出
火
防
止
処
置
の
功
績
を
た
た
え
感
謝

出
火
防
止
処
置
の
功
績
を
た
た
え
感
謝
状状

咲き誇る満開の藤の花

感謝状を手にする田畑さん（左）と椿野さん
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おおおおおおおおおおめめめめめめめめめめででででででででででととととととととととううううううううううごごごごごごごごごござざざざざざざざざざいいいいいいいいいいままままままままままおめでとうございますすすすすすすすすすす
　
春
の
叙

春
の
叙
勲勲
　

　
４
月
　
日
、
平
成
　
年
春
の
叙
勲

２９

２２

が
発
表
さ
れ
、
市
か
ら
は
的
場
文
夫

さ
ん
（
清
水
町
区
）
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

瑞
宝
双
光
章
【
教
育
功
労
】的場 文夫さん

（清水町区）

　
昭
和
　
年
１
月
か
ら
平
成
４
年
９
月

３５

ま
で
、主
に
中
学
校
の
教
諭
や
小
学
校

校
長
と
し
て
、ま
た
平
成
４
年
　
月
か

１０

ら
平
成
　
年
３
月
ま
で
は
、山
東
町
の

１７

教
育
長
、合
併
後
は
約
２
か
月
間
、市
の

教
育
委
員
長
と
し
て
学
校
教
育
・
教
育

行
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 県
功
労
者
表

県
功
労
者
表
彰彰
 

　
県
は
５
月
２
日
、
平
成
　
年
度
県
功
労
者
を
発
表
し
、
市
か
ら

２２

は
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

長野 梅二さん
（内海区）

　
昭
和
　
年
に
初
当
選
し
て
以

４７

来
、　
年
　
か
月
に
わ
た
り
和

２７

１１

田
山
町
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
。

平
成
８
年
か
ら
は
２
年
９
か
月

議
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
、合
併
後
は
市
会
議
員
を
１

期
４
年
務
め
ら
れ
、地
域
の
発

展
や
議
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

【
自
治
功
労
】

奥藤 博司さん
（生野新町区）

　
平
成
　
年
６
月
か
ら
　
年
３

１６

２２

月
末
ま
で
、生
野
町
商
工
会
副

会
長
と
会
長
を
歴
任
。商
工
会

の
組
織
強
化
や
地
域
雇
用
の
創

造
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。ま

た
、N
P
O
法
人
い
く
の
ラ
イ

ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
設
立
に
尽

力
さ
れ
、観
光
事
業
の
推
進
と

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

【
産
業
振
興
功
労
】

みみ
どど
りり
のの
愛愛
護護
功功
労労
者者

 全
国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰

全
国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰
 

【
個
人
表
彰
】

上村 道夫さん
（和賀区）

　
昭
和
　
年
か
ら
山
東
町
土
地

５９

改
良
区
副
理
事
長
、平
成
５
年

か
ら
　
年
ま
で
は
理
事
長
を
歴

２１

任
。　
年
に
わ
た
り
、旧
山
東
町

２５

の
土
地
改
良
事
業
の
推
進
と
土

地
改
良
区
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
、

地
域
農
業
の
発
展
と
環
境
の
保

全
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

花の苗を植える朝来中学校生徒

【
国
土
交
通
大
臣
表
彰
】

　
地
域
緑
化
に
貢
献
し
た
団
体
に

贈
ら
れ
る「
み
ど
り
の
愛
護
功
労

者
」表
彰
を
次
の
団
体
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
朝
来
中
学
校
は
校
舎
前
県
道
沿
い

の
歩
道
の
管
理
を
　
年
に
わ
た
り

１０

行
っ
て
お
り
、毎
年
１
年
生
が
花
壇

の
整
備
や
歩
道
の
清
掃
な
ど
の
美

化
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
県
知
事
表
彰
】

朝
来
中
学
校

・
里
の
花
の
会

・
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
　
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ａ

（
新
井
地
域
）

（
八
代
地
域
）

　
平
成
　
年
５
月
の
設
立
以
来
、道

１３

路
の
清
掃
活
動
や
路
肩
に
草
花
な

ど
の
植
栽
を
行
っ
て
い
ま
す
。



平成２２年６月平成２２年６月号号１１

市教育委員会は、市内の全幼稚園（１０園）の幼稚園評価をまとめまし市教育委員会は、市内の全幼稚園（１０園）の幼稚園評価をまとめましたた。

平成２１年度幼稚園評平成２１年度幼稚園評価価

開
か
れ
た
幼
稚
園
づ
く
り

子
育
て
支
援
の
推
進

危
機
管
理
体
制
の
整
備

幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
の
展
開

道
徳
性
の
芽
生
え
の
育
成

人
権
教
育

防
災
教
育

遊
び
を
通
し
て
の
総
合
的
な
指
導

よくできた

できた

あまりできなかった

幼稚園評価の集約グラフ

評
価
項
目

学
校
関
係
者
の
意
見

〇
園
運
営

・
開
か
れ
た
幼
稚
園
づ
く
り

・
子
育
て
支
援
の
推
進

・
危
機
管
理
体
制
の
整
備

〇
教
育
課
程

・
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活

　
の
展
開

・
遊
び
を
通
し
て
の
総
合
的
な
指
導

・
道
徳
性
の
芽
生
え
の
育
成

〇
課
題
教
育

・
人
権
教
育

・
防
災
教
育

〇
開
か
れ
た
幼
稚
園
づ
く
り

・
園
だ
よ
り
の
発
刊
回
数
を
増

　
や
し
た
が
、内
容
の
充
実
、保

　
護
者
参
加
型
の
園
だ
よ
り
に

　
し
た
い
。

〇
子
育
て
支
援
の
推
進

・
保
護
者
の
思
い
を
受
け
止
め

　
る
よ
う
に
話
を
聞
い
て
い
る

　
が
、懇
談
会
以
外
で
も
相
談

　
に
き
て
も
ら
え
る
よ
う
な
園

　
に
し
た
い
。

〇
危
機
管
理
体
制
の
整
備

・
機
会
を
と
ら
え
て
指
導
し
て

　
い
る
が
、実
施
訓
練
を
増
や

　
し
て
い
き
た
い
。

〇
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活

　
の
展
開

・
身
近
な
自
然
や
社
会
と
関
わ

　
れ
る
よ
う
に
、園
全
体
で
取

　
り
組
み
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

　
見
直
し
を
し
た
い
。

〇
遊
び
を
通
し
て
の
総
合
的
な
指
導

・
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の
場
を
も

　
ち
、一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か

　
り
育
つ
よ
う
に
、
主
体
的
な

　
遊
び
を
つ
く
り
た
い
。

〇
道
徳
性
の
芽
生
え
の
育
成

・
引
き
続
き
機
会
を
逃
さ
ず
、

　
個
々
に
応
じ
た
指
導
、全
体

　
へ
の
指
導
を
実
施
し
た
い
。

〇
人
権
教
育

・
そ
の
子
ら
し
さ
を
認
め
、
励

　
ま
し
、自
信
を
持
た
せ
、
自
己

　
肯
定
感
が
も
て
る
よ
う
な
保

　
育
を
め
ざ
し
た
い
。

〇
防
災
教
育

・
避
難
訓
練
な
ど
を
定
期
的
に

　
実
施
し
た
い
。

※
学
校
関
係
者
と
は
地
域
の
有

　
識
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
な
ど
の
園

　
長
の
推
薦
を
受
け
て
組
織
さ

　
れ
た
５
～
　
人
の
委
員
で
す
。

１０

〇
開
か
れ
た
幼
稚
園
づ
く
り

・
定
期
的
な
園
だ
よ
り
、
定
期

　
的
な
保
護
者
懇
談
・
連
絡
帳

　
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
て
い
て
よ

　
い
。

〇
子
育
て
支
援
の
推
進

・
今
後
も
家
庭
と
連
携
を
取
り

　
な
が
ら
子
育
て
支
援
を
図
っ

　
て
ほ
し
い
。

〇
危
機
管
理
体
制
の
整
備

・
幼
稚
園
独
自
で
の
防
犯
訓
練

　
の
必
要
性
を
感
じ
る
。

〇
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活

　
の
展
開

・
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な

　
子
ど
も
も
い
る
よ
う
で
、社

　
会
的
ル
ー
ル
な
ど
も
教
え
て

　
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

〇
遊
び
を
通
し
て
の
総
合
的
な
指
導

・
研
究
発
表
会
が
あ
り
、遊
び

　
を
中
心
と
し
た
体
験
的
な
学

　
習
は
深
ま
っ
て
い
る
。

〇
道
徳
性
の
芽
生
え
の
育
成

・
幼
い
頃
か
ら
道
徳
性
の
芽
が

　
育
つ
機
会
を
逃
さ
ず
、的
確

　
な
指
導
を
更
に
充
実
さ
せ
て

　
ほ
し
い
。

〇
人
権
教
育

・
家
庭
環
境
や
精
神
的
な
成
長

　
の
差
が
大
き
い
中
で
、個
々

　
の
違
い
を
把
握
し
、チ
ー
ム

　
制
を
取
り
入
れ
て
更
な
る
成

　
果
を
果
た
そ
う
と
す
る
姿
勢

　
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
る
。

〇
防
災
教
育

・
安
全
や
避
難
訓
練
に
つ
い
て

　
話
し
合
い
の
徹
底
が
図
ら
れ

　
て
い
る
の
で
、今
後
も
実
践

　
的
な
取
り
組
み
を
続
け
て
ほ

　
し
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
こ
ど
も
育
成
課

　
緯
６
７
７－

２
１
１
３

今
後
の
課
題
（
抜
粋
）
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市
は
、特
産
物
の
振
興

を
図
る
た
め
、次
の
事
業

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

①
振
興
作
物
栽
培
促
進
事
業

　（
振
興
作
物
集
落
集
積
型
）

◎
黒
大
豆

▽
対
象
者
　
１
㌶
以
上
、

　
集
落
の
転
作
面
積
の
½

　
以
上
の
団
地
で
作
付
け

　
し
た
農
家
の
団
体
な
ど

▽
補
助
金
額
　
　
㌃
当
た

１０

　
り
５
千
円

◎
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

　
で
作
付
け
し
た
水
稲

▽
対
象
者
　
０
・
５
㌶
以

　
上
作
付
け
し
た
農
家
の

　
団
体
な
ど

▽
補
助
金
額
　
　
㌃
当
た

１０

　
り
１
年
目
１
万
円
／
２

　
年
目
５
千
円
／
３
年
目

　
２
千
５
百
円

②
岩
津
ね
ぎ
大
規
模
型

▽
対
象
者
　
　
㌃
以
上
作

３０

　
付
け
す
る
農
家
で
、栽

　
培
・
出
荷
を
機
械
化
・
省

　
力
化
に
よ
り
行
う
人

▽
補
助
金
額
　
上
限
　
万
３０

　
円
で
事
業
費
の
½
以
内

③
簡
易
移
植
用
苗
普
及
事
業

▽
対
象
者
　
出
荷
・
販
売

　
を
目
的
と
し
て
、岩
津

　
ね
ぎ
簡
易
移
植
用
苗
を

　
購
入
し
た
農
家

▽
補
助
金
額
　
１
箱
当
た

　
り
３
百
円

▽
申
込
締
切
日
　
８
月
　３１

　
日
　（火）

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

・
南
庁
舎
　
農
業
振
興
課

　
☎
６
７
２－

２
７
７
４

・
生
野
支
所
地
域
振
興
課

　
☎
６
７
９－

２
２
４
０

・
山
東
支
所
地
域
振
興
課

　
☎
６
７
６－
２
０
８
０

・
朝
来
支
所
地
域
振
興
課

　
☎
６
７
７－

１
１
６
５

　
現
代
の
子
育
て
事
情
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
開
催
日
時
　
６
月
　
日
２０

　
　
　
時
　
分
～
　
時
　

（日）
１２

３０

１５

３０

　
分

▽
開
催
場
所
　
和
田
山
　

　
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル

▽
内
容
　
坂
田
 冨
貴
子
氏

　
に
よ
る
基
調
講
演
、事

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５ 情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
　
A
s
a
g
o
　
L
ife

暮らしのお知らせ

※このページと次ページの最下段に掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課（☎６７２－６１１１）へ。

《70歳未満の被保険者の国民健康保険高額療養《70歳未満の被保険者の国民健康保険高額療養費費》》第４８第４８回回
のの保保国国 ひひ ろろ ばば

■問い合わせ先　市役所市民課　☎６７２－６１２０／手続き・申請は、市役所市民課又は各支所地域振興課

７０歳未満の人が同じ月内の医療費の自己負担額が高額になったとき、申請をして認められると、限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。

地
域
児
童
育
成
環
境
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム

自己負担限度額（月額）区　　　分

  ８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円）×1％一　　般住民税

課税世帯 １５０，０００円＋（医療費－５００，０００円）×1％上位所得者

３５，４００円住民税非課税世帯

手続きは２通りあります

自己負担限度額

●限度額適用認定証

　入院される場合、あらかじめ市役所の窓口で

申請し、市役所から交付される「限度額適用

認定証」を、医療機関の窓口に提示。限度額ま

でを医療機関窓口で支払い、残りを国民健康

保険が負担します。

　【必要なもの】国民健康保険証・印鑑

※外来のみで自己負担限度額を超える場合は、

高額療養費支払資金貸付の手続きをしてい

ただきますので、ご相談ください。

●還付請求

　医療機関の窓口で、医療費の３割を支払った後、市役所の窓口

で申請。

　【必要なもの】国民健康保険証・印鑑・領収書

特
産
物
振
興
対
策
事
業
補

助
金

　ゴルフ場利用税の収入額の１０分の７は、ゴルフ場利用税交付金とし

てゴルフ場が所在する市町に交付され、地域振興を図る重要な役割を

果たしています。　

　　　　　　　　豊岡県税事務所課税第２課　☎０７９６－２６－３６３１

ゴルフ場利用税は県や市町の貴重な財源です！



平成２２年６月平成２２年６月号号１３

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ

レ
完
成

　
例
発
表
ほ
か
　
　

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
朝
来

　
市
民
生
委
員
児
童
委
員

　
連
合
会
事
務
局（
社
会

　
福
祉
課
内
）

　
☎
６
７
２－

６
１
２
３

　
和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー

ホ
ー
ル
前
、朝
来
市
役
所

前
の
公
衆
ト
イ
レ
に
オ
ス

ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
、人

工
ぼ
う
こ
う
増
設
者
）対

応
ト
イ
レ
が
完
成
し
ま
し

た
。シ
ャ
ワ
ー
付
き
で
温

水
も
で
ま
す
。是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
社
会
福
祉
課

　
☎
６
７
２－

６
１
２
３

　
今
年
度
か
ら
、朝
来
市

家
庭
児
童
相
談
室
に
新
し

く
発
達
相
談
員
を
配
置
し

ま
し
た
。

　
こ
ど
も
家
庭
相
談
で
は
、

・
子
ど
も
の
育
て
方
、し

　
つ
け
方
が
分
か
ら
な
い
。

・
子
ど
も
の
発
達
の
遅
れ
、

　
言
葉
の
遅
れ
が
心
配
。

・
子
ど
も
が
言
う
こ
と
を

　
聞
か
な
い
。

　
な
ど
、
子
育
て
や
家
庭

の
問
題
に
関
す
る
相
談
を

受
け
ま
す
。

※
相
談
で
知
り
得
た
情
報

　
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
朝
来

　
市
児
童
相
談
室（
社
会

　
福
祉
課
内
）

　
☎
６
７
２－

６
１
２
３

　
和
田
山
交
通
安
全
協
会

は
優
良
運
転
者
な
ど
の
表

彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。表

彰
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。
表
彰
の

基
準
を
満
た
す
と
思
わ
れ

る
人
は
、ぜ
ひ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。表
彰
基
準
な

ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限
　
６
月
　
日
　

３０

（水）

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
和
田
山
交
通
安
全
協
会

　
☎
６
７
２－

３
４
０
０

・
和
田
山
交
通
安
全
協
会

　
生
野
支
所

　
☎
６
７
９－

３
８
９
８

“しない・させない・許さない”　不法投棄・野焼き（一部例外を除く）は法律違反！！通報は、朝来警察署（☎６７２－０１１０）又は市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）まで。

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

税
６月の税
個人市民（県民）税　１期

納期　６月３０日（水）まで

６月の税

藤本イサム・満里子展－ほのぼのとやさしく－

期間：７月１１日（日）まで

作家の提案シリーズVｅｒ３ 吉田直展－砂時計を晒す－

期間：６月１２日（土）～７月１１日（日）

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１　休 水曜日、祝日の翌
日（水曜日が祝日の場合はその翌日）

和田山ジュピターホール ☎６７２－１０００　休 月曜日（月
曜日が祝日の場合その翌日）

劇団四季ファミリーミュージカル 『エルコスの祈り』

《全席指定》　公演日：７月２４日（土）／開演：１８時

３０分／料金：Ｓ席大人４，０００円、Ｓ席高校生以下

２，０００円、Ａ席大人３，０００円、Ａ席高校生以下１，５００

円（当日は各３００円増）※友の会会員は、２枚まで

３００円OFF前売券好評発売中

ASAGO演劇セミナー２０１０原作：Ｗ．シェイクスピア『夏の夜の夢』

《全席指定》　公演日：９月４日（土）／開演：１８時３０

分／料金：大人１，０００円、高校生以下５００円（当日割

増なし）※友の会会員は、２枚まで１００円OFF前売券好評発売中

今井ゆうぞう×はいだしょうこファンタジーコンサート
《全席指定》 　公演日：１０月２日（土）／開演：１３時（１

回目）、１５時３０分（２回目）／料金：大人２，８００円、高校生

以下１，５００円（当日は各３００円増）／前売券発売開

始日：【友の会】６月２６日（土）【一般】７月１日（木）

入館料 大人５００円／大学生・高校生３００円／小中学生２００円

暫

暫

暫

暫

暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫

暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫

　市では、市税などの滞納処分のために差し押さ

えた財産をYahoo! オークションで公売します。

参加方法　参加者はYahoo! JAPAN IDを取得し（既

に取得している人は不要）、インターネットから入

■問い合わせ先　税務課管理収納担当　☎６７２－６１１９（内線２４９）

インターネット公売のお知らせ

詳しくは市ホームページに掲載します。

市ホームページ　http://www.city.asago.hyogo.jp/

着物〔公売物件〕札参加申込みをして

ください。

入札参加申込期間　

６月３０日（水）～７

月１２日（月）

入札期間　

７月１６日（金）～１９

日（月）

発
達
相
談
員
配
置
の
お
知

ら
せ

優
良
運
転
者
表
彰

加門あずさ

（発達相談員）

生野マインホール ☎６７９－４５００　休 月曜日

デューク・エイセスコンサート－百歌繚乱－　《全席自由》

公演日：７月１日（木）／開演：１９時 ／料金：大人

２，０００円、高校生以下１，０００円（当日は各５００円増）



広報 朝朝来来 １４

暮らしのお知らせ
市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５

　
市
は
、疾
病
や
負
傷
に

よ
り
心
身
の
機
能
が
低
下

し
、医
療
終
了
後
も
継
続

し
て
機
能
訓
練
が
必
要
な

人
を
対
象
に
、運
動
施
設

を
利
用
し
て
機
能
訓
練
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
に
は
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

▽
対
象
者
　
　
歳
～
　
歳

４０

６４

　
で
介
護
保
険
法
の
要
介

　
護
認
定
・
要
支
援
認
定

　
の
非
該
当
の
人

・
医
療
終
了
後
も
継
続
し

　
て
訓
練
を
行
う
必
要
の

　
あ
る
人

・
老
化
な
ど
で
心
身
機
能

　
が
低
下
し
て
い
る
人

・
医
師
が
必
要
と
認
め
た

　
人

▽
実
施
場
所
　
立
雲
の
郷

　「
と
ら
ふ
す
道
場
」

※
参
加
者
自
ら
の
来
所
が

　
原
則
で
す
が
、無
理
な

　
場
合
は
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
内
容
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

　
集
団
体
操
、
個
人
の
状

　
態
に
合
わ
せ
た
体
操
、

　
運
動
器
具
な
ど
を
使
用

　
し
た
運
動
、
レ
ク
リ
エ

　
ー
シ
ョ
ン
な
ど

▽
実
施
日
　
毎
週
水
曜
　１３

　
時
　
分
～
　
時

３０

１５

▽
参
加
料
　
無
料（
主
治

　
医
の
意
見
書
作
成
に
費

　
用
が
か
か
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
健
康
課

　
☎
６
７
２－

５
２
６
９

　
獣
害
に
強
い
集
落
づ
く

り
の
た
め
、地
域
ぐ
る
み

で
の
獣
害
対
策
に
つ
い
て

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時
　
７
月
　
日
１１

　
　
　
時
～
　
時

（日）
１４

１６

▽
開
催
場
所
　
Ｊ
Ａ
た
じ

　
ま
総
合
営
農
セ
ン
タ
ー

　
３
階

▽
受
講
料
　
無
料

▽
申
込
先
　
市
役
所
農
業

　
振
興
課

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

　
豊
岡
農
林
水
産
振
興
事
務
所

　
農
政
振
興
課

　
☎
０
７
９
６
―
２
６
―
３
６
９
７

　
朝
来
農
林
振
興
事
務
所

　
農
政
振
興
課

　
☎
０
７
９
―
６
７
２
―
６
８
７
８

　
小
学
校
４
年
生
以
上
の

児
童
を
含
む
家
族
を
対
象

と
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
「
朝

来
の
歴
史
に
ふ
れ
る
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

募

集

 
募

集
 
 

機
能
訓
練
教
室

朝
来
・
西
宮
交
流
事
業

こころのケア相談　～ひとりで悩まずにご相談ください～

　「夜、眠れない」「気分が沈む」「やる気が出ない」などでお悩みの方はいませんか？市と兵庫県朝来健康福祉事務所では「ここ
ろのケア相談」を実施しています。専門医が相談に応じ、秘密は厳守します。相談はいずれも無料です。

時間（予約制）場所開催日
１３：３０～１６：００生野保健センター７月２２日（木）
１３：３０～１６：００朝来公民館８月１２日（木）
１４：００～１６：３０和田山保健センター９月２日（木）
１３：３０～１６：００生野保健センター１０月７日（木）
１４：００～１６：３０山東老人福祉センター１１月１１日（木）
１３：３０～１６：００朝来公民館１２月２日（木）
１４：００～１６：３０和田山保健センター２３年１月１３日（木）
１３：３０～１６：００和田山保健センター２月３日（木）

■申込先　市役所健康課　☎６７２－５２６９

開催日開催日
１２月１５日（水）７月７日（水）
２３年１月５日（水）８月５日（木）
２月２日（水）９月１日（水）
３月２４日（木）１０月６日（水）

１１月１０日（水）

■申込先・開催場所

　兵庫県朝来健康福祉事務所　☎６７２－０５５５

※時間はいずれも１３：３０～１６：００（予約制）
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獣
害
対
策
の
講
習
会
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　図書館コンピュータシステムの更新のため臨時休館いたします。
そこで、６月８日（火）～６月２０日（日）の貸出冊数を無制限とし、この間の
貸出期間を４週間としますので、ぜひご利用ください。

和田山図書館　☎６７２－１７００／あさご森の図書館　☎６７０－４７１０／生野公民館図書室　☎６７９－３５４４

図書館の臨時休図書館の臨時休館館 ６月２１日（月）～６月２８日（月）



平成２２年６月平成２２年６月号号１５

◎犬の放し飼い。ふんの不始末。　飼主は、責任を持って。犬の登録・狂犬病予防注射も忘れずに。

▽
開
催
日
　
７
月
３
日
　（土）

　
～
４
日
　（日）

▽
会
場
　
山
東
自
然
の
家

　
ほ
か

▽
参
加
料
　
大
人
４
，０

　
０
０
円
、子
ど
も
３
，５

　
０
０
円（
１
泊
４
食
）

▽
申
込
方
法
　
住
所
、参

　
加
者
全
員
の
氏
名（
ふ

　
り
が
な
）、年
齢
、電
話

　
番
号
を
記
入
し
て
電
子

　
メ
ー
ル
か
電
話
で
６
月

　
　
日
　
ま
で
に
山
東
自

２０

（日）

　
然
の
家
へ

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
山
東

　
自
然
の
家

　
☎
６
７
６－

４
１
０
０

　
電
子
メ
ー
ル

　sizen
n
oie@

s
asay

u
ri-n
et.jp

権

研

犬

硯
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健康あさご２１（朝来市健康増進計画）策定委員の募集

　市では、市民が心を通わせ、生涯を健康で幸せを実感できるすこやかな社会をつくるために、自らが健康

な生活習慣を実践していく｢健康あさご２１（朝来市健康増進計画）｣を平成１７年度に策定しました。この計画

は、一人ひとりが自らの健康を見つめ直し、健康づくりを積極的に実践するための具体的な目標と取り組み

を掲げ、家庭や地域、行政や関係機関・団体など市全体で、市民の健康生活を支え、誰もが健康づくりを実践で

きるまちの実現を目指しています。

　計画策定後５年が経過し、計画の中間評価と見直しを行い、健康づくりの実態や国などの施策に応じた、

誰もがより実践しやすい健康づくりを推進していくために、今回、市民の皆さんにも中間評価、見直しにお

ける計画の策定に携わっていただきたいと考えていますので、ぜひご応募ください。

　具体的には、妊娠・出産期から高齢期までのライフステージごとに設定した健康づくりの目標や取り組み

について、達成状況を評価し、後期に向けて「健康あさご２１」の見直しと食育を推進するための「朝来市食育

推進計画」を加えて策定します。

■問い合わせ先　　朝来市健康福祉部健康課　
　〒６６９－５２６８　朝来市和田山町立ノ原２６番地　　電話：６７２－５２６９　　FAX：６７２－５３６９　　E-mail：kenkou@city.asago.hyogo.jp

計画の中間評価と見直し、朝来市食育推進計画を策定します

募集人員　５人以内　　応募資格　市内在住者で健康づくりに関心のある人

委員の仕事　市の健康づくり施策についてご意見、ご提案をいただきます。　　任期　平成２３年３月末まで

活動回数　委嘱期間中、４回（予定）の会議に出席　　報酬　１回につき４，０００円　　申込期限　６月２５日（金）

応募方法　住所、氏名、連絡先を電話、ＦＡＸ、Ｅ－ｍａｉｌで健康課へ。後日、応募書類を送付します。

～早寝早起き朝ごはんで、生活リズムを向上させましょう～

毎年６月は「食育月間」、毎月１９日は「食育の日毎年６月は「食育月間」、毎月１９日は「食育の日」」

■問い合わせ先　市役所健康課　☎６７２－５２６９

平成２１年度食育の「標語」入選作品より
「伝わるよ　ごはんを通じて　ぬくもりが」

～体を動かしてメタボを改善しよう！～　運動施設の利用料助成事業

対象者　市在住の３０歳以上の人で、特定健診の結

果、生活習慣の改善を必要とする人、人間ドックや

職場の健康診断で「メタボリックシンドローム基

準」に該当した人

対象施設　和田山温水プール「エスポワ」、あさごふ

れあいプール「くじら」、立雲の郷「とらふす道場」、

スポーツクラブ「ローラント」

申込　申請書に健診の結果表（申請日から６か月以

内のもの）を添えて、健康課に申請してください。

申請は年度内に１回のみで、１回の申請で１０回分

の利用助成券を発行します。

■問い合わせ先　市役所健康課　☎６７２－５２６９
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広報 朝朝来来 １６

暮らしのお知らせ

平成２２年１０月から始まります

国民健康保険税国民健康保険税のの
特別徴収(年金からの天引き)制 特別徴収(年金からの天引き)制度度
　国民健康保険税について、次の①～④のすべての条件に当てはまる人は、平成２２年１０月から特別

徴収（年金からの天引き）を行います。

■特別徴収（年金からの天引き）になる条件

①世帯主が国民健康保険の加入者であること

②世帯内の国民健康保険の加入者全員が６５歳から７４歳であること

③特別徴収の対象となる年金の年額が１８万円以上であること

④国民健康保険税が介護保険料と合わせて、年金額の２分の１を超えないこと

※この特別徴収制度は、国民健康保険税を年金から天引きにより納めていただくものです。

したがって、この制度により新たに税負担が生じるものではありません。

【平成２２年度】・・・年税額が６０,０００円とした場合

翌年２月１２月１０月９月(３期)８月(２期)７月(１期)納付月

特　　別　　徴　　収

（年金天引き）

普　　通　　徴　　収

（個人納付）
納付方法

１０，０００円１０，０００円１０，０００円１０，０００円１０，０００円１０，０００円納付額

・年度前半は年税額の１／６ずつを７月（１期）・８月（２期）・９月（３期）の各納期にこれま

でどおり普通徴収（納付書又は口座振替）により納付していただき、年度後半では年税額から

既に普通徴収により納付した額を差し引いた額の１／３ずつを、１０月・１２月・２月の年金支

給月ごとに、当該年金から特別徴収（天引き）します。

【平成２３年度】・・・年税額が７５,０００円とした場合

翌年２月１２月１０月８月６月４月納付月

本　　　徴　　　収仮　　　徴　　　収
納付方法

特　別　徴　収　（年　金　天　引　き）

１５，０００円１５，０００円１５，０００円１０，０００円１０，０００円１０，０００円納付額

・４月・６月・８月は前年度の２月に特別徴収した額と同じ額を仮徴収し、１０月・１２月・

２月では、年税額から、既に仮徴収した額を差し引いた額の１／３ずつを本徴収します。

特別徴収の対象者であっても申請により普通徴収(口座振替)を選択することができます

①これからの国民健康保険税を『口座振替』により納めていただける方
②国民健康保険税を滞納することなく納めていただける方

　以上、①と②の両方の条件を満たす方は申請により、特別徴収の対象であっても、普通徴収（口座振替）に

よる納付を選択できます。口座振替を希望される方は６月３０日までに税務課または各支所地域振興課で申

請手続をしてください。　

【申請に必要なもの】　預金通帳、届出印〔従来から口座振替による納税をされていた方は認印のみ持参〕

■問い合わせ先　市役所税務課　国民健康保険税担当　☎６７２－６１１９

◎平成２２年度以降の納付方法は次のとおりです



平成２２年６月平成２２年６月号号１７

アダプト制度〈美しいまち（道）づくり〉にご協力ください。　申込随時受付中　市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）

　市は、６月２２日から９月１４日まで各地区で総合健診を実施します。

　６月、７月は山東・和田山地区で次の日程で実施します（朝来・生野地区は９月に実施します）。

会　　場実施月日会　　場実施月日

糸井地区市民会館
７月１２日（月）

山東老人福祉センター

６月２２日（火）

７月１３日（火）６月２４日（木）

竹田地区市民会館
７月１４日（水）６月２５日（金）

７月１５日（木）大蔵地区市民会館６月２９日（火）

和田山保健センター
７月２３日（金）和田山保健センター７月７日（水）

７月２８日（水）東河地区市民会館７月９日（金）

○すでに申し込んでいる人には、受診日時や会場などをお知らせし、受診票などを送付します。

○まだ申し込んでない人で、受診を希望する場合は、下記までご連絡ください。

○詳しい実施日程は、市広報５月号発送時に配布しました「平成２２年度朝来市総合健診実施日程について」

をご覧ください。市内全域の日程を掲載しています。

《検診項目・対象者・料金》

料金対象者検診項目

１，５００円
※７０～７４歳は５００円

３０～７４歳の朝来市国民健康保険加入者　 特 定 健 診　

　　 血 液 検 査
　　 身 体 測 定
　　 血 圧 測 定
　　 尿 検 査　　　等

５００円後期高齢者医療受給者

医療保険者の指定する料金
４０～７４歳の被用者保険加入者（加入の医療保
険者が発行した「特定健診受診券」が必要）

２００円３０歳以上肺がん検診（胸部レントゲン検査）

１，０００円３０～７９歳胃がん検診（胃透視レントゲン検査）

５００円３０歳以上大腸がん検診（便潜血反応検査２日法）

５００円５０歳以上の男性前立腺がん検診（血液ＰＳＡ検査）

１，０００円
※７０歳以上は３００円

４０歳の人又は４１歳以上の人で、肝炎ウイルス検
診を受けたのことのない人

肝炎ウイルス検診（Ｂ型Ｃ型肝炎の抗原抗体検査）

１，０００円４０～６９歳腹部エコー検診（超音波検査）

７００円
※７０歳以上は２００円

４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の女性骨粗しょう症検診（かかとの超音波検査）

２００円
※肺がん検診の料金のみで
　追加料金なし

アスベスト関連工場で働いていた人などアスベスト検診（胸部レントゲン検査）

■問い合わせ・申込先　市役所健康課　☎６７２－５２６９

総総合合健健診診を受けましょを受けましょうう

女性のがん検診を受けましょう
　日本人の死亡原因の第１位は「がん」です。診断と治療の進歩により、早期発見・早期治療が可能となって

います。国は、がん検診の受診率を５０％にすることを目指していますが、女性特有のがん（乳がん、子宮けい

がん）については、受診率が低い状況にあります。がんによる死亡者数を減少させるためには、がん検診の

受診率を向上させ、がんを早期に発見することが極めて重要なことから、２２年度も受診率の向上と未来へ

の投資につながる子育て支援（出産年齢の女性の健康管理）の一環として、一定年齢の方を対象に女性特有

のがん検診の「がん検診無料クーポン券」と「検診手帳」を配布しています。

■問い合わせ先　市役所健康課　☎６７２－５２６９

女性特有のがん検診推進事業につい女性特有のがん検診推進事業についてて

【無料クーポン券の対象者】

○「子宮けいがん検診」…平成２１年度（平成２１年４月２日～平成２２年４月１日）に２０歳・２５歳・３０歳・３５歳・４０歳の女性

○「乳がん検診」…平成２１年度に４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳になった女性

※「無料クーポン券」の有効期間は、平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までですが、できるだけ早く検診を

受けられることをお勧めします。
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健康コーナー
上手に食べてがん予防

■問い合わせ先　市役所健康課　☎６７２－５２６９

～日常生活をチェックし、介護予防に取り組みましょう～
窓地域包括支援センターの

　介護が必要となる原因は、生活習慣病のほかに高齢による衰弱や転倒による骨折、認知症があります。この老化現象

を早期に見つけ、予防するため、市では総合健診の特定健診を受ける６５歳以上の人を対象に、自分の日常生活を

チェックする「生活機能評価」を実施しており、特定健診とあわせて危険な老化の兆候を判定しています。

がんの発生要因の１つに食生活がありますが、普段の食事に気をつければ、がん予防になります。

　バランスのとれた食事が基本です。毎日の食卓に様々な食品をとり入れ、偏りのない食事を心がけることで、同

じ成分ばかりをとることを防ぎ、がんに対するプラスとマイナスの要因が相殺されてがんを予防します。

～食生活を見直してすこやかな毎日を～

植物性食品が中心の食事に 動物性脂肪や肉類は控えめに 野菜や果物・穀類・豆類を食べる

食塩や塩蔵品は控えめに アルコールは控えめに 熱いものは冷ましてから

食品は適切な方法で保存 焦げ過ぎた食品は食べない 適正な体重の維持

生活機能評価(６５歳以上)の内容　欄

１．バスや電車を使って１人で外出していない

２．日用品の買い物をしていない

３．預貯金の出し入れをしていない

４．友人の家を訪ねていない

５．家族や友人の相談にのっていない

６．階段は手すりや壁をつたわらないと昇れない

７．椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がれない

８．１５分位続けて歩くことができない

９．この１年間に転んだことがある

１０．転倒に対する不安が大きい

１１．６ヵ月間で２～３kg以上体重が減少した

１２．ＢＭＩが１８．５未満　※ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m）

１３．半年前に比べて固いものが食べにくくなった

生活機能評価(６５歳以上)の内容　欄

１４．お茶や汁物などでむせることがある

１５．口の渇きが気になる

１６．週に１度も外出しないことがある

１７．昨年と比べて外出の回数が減った

１８．周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われる

１９．自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていない

２０．今日が何月何日かわからない時がある

（２１～２５は、最近２週間のことを振り返る）

２１．毎日の生活に充実感がない

２２．これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった

２３．以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる

２４．自分が役に立つ人間だと思えない

２５．わけもなく疲れたような感じがする

　チェックが入ったところは運動機能の低下、低栄養、口くう機能の低下、認知症、閉じこもり、うつなど何らかの生活

機能の低下が心配されます。生活機能評価を受けられた方には受診当日にパンフレット「続けよう！毎日の介護予防」

をお渡しします。参考にしていただき、健康で快適な毎日を過ごせるよう介護予防にとりくみましょう。

■問い合わせ先　

市役所人権・まちづくり課　　☎６７２―６１２２

　市は、平成１９年１１月に策定され

た「朝来市男女共同参画プラン

（ウィズプラン）」の実現を目指し

　社会情勢の変化に伴い、個々の価値観やライフ

スタイルが多様化する中で、男女が社会の対等な

構成員として共に責任を担い、男女共同参画社会

の実現に向けて地域社会が一体となって取り組み

実践していくことの大切さを理解していただける

よう、これからも積極的な委員活動が続けられま

す。

て、朝来市男女共同参画推進委員会を設置し現在

１７名の委員が活動を行っています。

　毎月１回の定例会議では積極的な意見交換や提

案が行われるほか、アンケート調査や男女共同参

画週間中には市役所・ショッピングセンターでの

街頭啓発など様々な活動に取り組んでいます。

男女共同参画推進委員　活躍中!
人権・まちづくり課だより（４８） ６月２３日～２９日は「男女共同参画週間」

～話そう、働こう、育てよう。いっしょに。～　



平成２２年６月平成２２年６月号号１９

（７）催眠（ＳＦ）商法にご用心！
　　～景品をもらうだけのつもりが・・・～

■問い合わせ先
　市役所生活環境課　☎６７２－６１２１ 
　県立但馬生活科学センター　☎０７９６－２３－０９９９
　たじま消費者ホットライン   ☎０７９６－２３－１９９９

　路上で「景品をプレゼントします」「健康によい話をします」などと声をかけ、消費者を特設会場や仮設店舗、

個人の家などに集め、高額な商品を契約させる商法を催眠（ＳＦ）商法と言います。

　最初は日用品を無料で配ったり安価で売ったりしてお得感をあおり、興奮状態の中で、最後に高額なふと

んや温熱器、健康食品などを契約させる手口です。昼間ひとりで家にいたり、健康に不安のある高齢者がター

ゲットにされやすいのも特徴です。ただより高いものはありません。甘い誘い文句に注意しましょう。

暮らしの情報コーナー

健康情報テレホンサービス （６月のテーマ）

☎ 通話料無料 ０１２０‐９７９‐４５１
きゅう  な  きゅう 　    よう  こ  い

兵庫県保険医協会　URL http://www.hhk.jp

コンタクトレンズによる目の障害月曜日
顎関節症の話火曜日
最近の肝炎治療法と肝がん水曜日
声のかすれ木曜日
シミと紫外線金・土・日

県内どこからでも利用できます。（携帯電話・PHSからは利用できません）

【電話番号】

※子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上
※累計は平成２２年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

２空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

０忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

３事 務 所 あ ら し１０車 上 ね ら い

３出 店 あ ら し０自動販売機あらし

０詐 欺 

そ
の
他

１部 品 盗

１傷 害 １２器 物 損 壊

１暴 行 ５自 動 車 盗

１６万 引 き ０オートバイ盗

（４月末累計）８自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来市消防本部）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

０その他

１合計

３累計

１２交通事故

救
急

２０一般負傷

５７急病

１８その他

１０７合計

４０４累計

（４月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

６２２１人身事故

００子ども

死
者

２１高齢者

００その他

２１合計

８１子ども

傷
者

１３５高齢者

５８１６その他

７９２２合計

４５８９９物損事故

（４月中）

各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山と山東地区を合同
で、生野と朝来地区を合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

６６//16～16～７７/１５/１５健康カレ健康カレンンダーダー
場　　所内　　容曜日日月

山東老人福祉センター
生野保健センター

離乳食教室
脳元気度チェック（予約制）

水１６

６
月

和田山保健センター３か月児健診木１７

山東老人福祉センター献血月２１

山東老人福祉センター総合健診火２２

山東老人福祉センター総合健診木２４

山東老人福祉センター総合健診金２５

朝来老人福祉保健センター献血月２８

大蔵地区市民会館総合健診火２９

和田山保健センター３歳児健診火６

７
月

和田山保健センター総合健診水７

和田山保健センター１歳６か月児健診木８

東河地区市民会館総合健診金９

糸井地区市民会館総合健診月１２

糸井地区市民会館総合健診火１３

竹田地区市民会館総合健診水１４

竹田地区市民会館総合健診木１５

◆契約してしまったら・・・

・８日以内であれば、クーリング・オフにより全面解約することができます。

・クーリング・オフ期間が過ぎていても、「病気が治る」など事実と違うことを告げ

られた、自宅に上がり込まれて長時間帰ってくれなかった、おどされたなど、勧誘

に問題があった場合は、契約の取消を主張することができます。

困ったときは、消費生活相談
の窓口へご相談ください



朝情　２２．６．１３,６００ 広報 朝来朝来 ２０この広報紙は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、古紙再生紙を使用しています。

　
４
年
に
１
度
の
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
と
い
え
ば「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
思
い
浮

か
び
ま
す
が
、
今
年
６
月

　
日
か
ら
７
月
　
日
に
か

１１

１１

け
て
開
催
さ
れ
る
、
サ
ッ

カ
ー
の
世
界
大
会「
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
テ
レ
ビ
の
視

聴
者
数
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
し
の
ぎ
、
世
界
最
大
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
▼
今
回
の

開
催
国
で
あ
る
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
と
日
本
の
時
差

は
約
７
時
間
。
深
夜
に
放

送
さ
れ
る
試
合
も
あ
り
ま

す
が
、み
な
さ
ん
く
れ
ぐ

れ
も
寝
不
足
に
は
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

編

集

後

編

集

後

記記

各 種 相 談 の ご 案 内

い
き
い
き

人

～
市
内
で
活
躍
す
る
元
気
な
人
、グ
ル
ー
プ
を
紹
介
～

人とのつながりを大切に
オンリーワンのハーモニカを目指して

ハーモニカさーくる「あおぞら」

ハーモニカさーくる「あおぞら」の皆さん

時：日時　場：場所　問：問い合わせ　予：予約

心配ごと相談（無料）　経験豊富な相談員が、
　あらゆる生活上の相談に応じます。
時・場　(毎月開催）１３時～１６時
市役所南庁舎　　　　　　　６月９日（水）
山東老人福祉センター　　　６月１６日（水）
朝来老人福祉保健センター　６月２３日（水）
生野保健センター　　　　　７月７日（水）
問　朝来市社会福祉協議会　☎６７６－５２１３

人権相談（無料）　人権問題でお悩みの人の相
　談に応じます。
時・場　(毎月開催）１３時３０分～１５時
生野保健センター　　　　　　７月８日（木）
和田山農業研修センター２０５会議室　　　　〃
山東老人福祉センター　　　　　　〃
朝来老人福祉保健センター　　　　〃
問　市役所人権・まちづくり課　☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料）　経験豊かな女性カ
　ウンセラーが、子育てや家族、ＤＶやセクハラ
　など、女性が抱えるさまざまな悩みや不安、問
　題などの相談に応じます。（予約制）
時　６月９日（水）１３時～１６時
場　アートほほえみ相談室（２階）
問・予　市役所人権・まちづくり課　☎６７２－６１２２

行政相談（無料）　 官公庁の仕事の苦情や意見
　・要望などの相談に応じます。
時　６月２１日（月）　１０時～１１時３０分
場　生野保健センター／和田山老人福祉センター
　　／山東老人福祉センター／朝来老人福祉保健センター
問　市役所生活環境課　☎６７２－６１２１

人
い
き
い
き

　このコーナーで紹介する人やグループや団体を募集しています。

■問い合わせ先　市役所情報政策課　☎６７２－６１１１

朝来市の数字

　市には４か所の子育て学習センターがあります。０歳から就学

前のお子さんををお持ちの方を対象に、各センターでは様々な活

動が行われています。季節の行事にお子さんと一緒に参加し、親子

のスキンシップをはかるのも良し、グループ活動などに参加して、

保護者同士の交流の輪を広げるのもいいかもしれません。育児に

あ れ こ れ

その１０　子育て学習センター会員数

３５８組７６０人（平成２１年度）
（市役所社会教育課調べ）

子育て学習センター会員数

人数組数（親子）施設名
９６人４５組生野子育て学習センター
３５５人１６２組和田山子育て学習センター
１６７人８９組山東子育て学習センター
１４２人６２組朝来子育て学習センター
７６０人３５８組合計

７０代のハーモニカ

愛好家１０人で構成

されるハーモニカ

さーくる「あおぞら」。

和田山公民館のハー

モニカ講座受講生を

関する質問や悩みを相談

することもできます。

　まだ利用されたことの

ない人、興味のある人は、

一度気軽に足を運んでみ

られてはいかがでしょう

か？

中心に５年前に結成され、年間６０回近く演奏会を開くなど

精力的に活動されています。

　代表の岡部さんは「私たちの演奏会は、参加される皆さん

と一緒に楽しむことを大切にしています。ハーモニカの演

奏に合わせて歌ってもらう事で楽しさを共有したいと考え

ています。これからも一人ひとりとのつながりを大事にし

ながら、オンリーワンのハーモニカを目指してがんばりま

す。」と力強く話されていました。

　市内の６０～

司法書士による法律相談会（無料）　司法書士が登記
　・相続・多重債務・消費者問題・成年後見などの
　法律相談に応じます。（予約制。予約受付時間
　は平日９時～１７時。相談無料。）
時・場　１３時～１６時
　香住文化会館第２会議室　　６月１２日（土）
　豊岡市民会館中会議室　　　６月１９日（土）
　和田山ジュピターホール会議室　　７月３日（土）
問・予　兵庫県司法書士会但馬支部司法書士法
　　　  律相談委員会　☎６７６－３３６８

金融アドバイザーによる相談会（無料）　但馬地区金融
　アドバイザーが、中小企業の皆さんが抱えて
　いる金融の課題などの相談に応じます。
時　６月１０日・１７日・２４日、７月１日（毎週木曜日）
場　市役所南庁舎
問　兵庫県保証協会　☎０１２０－５３７－００１

総合法律センター南たじま相談所　兵庫県弁護士会
　の弁護士が法律相談に応じます。
（予約制。１回３０分。相談料５，２５０円）
時　６月２４日（木）１３時～１６時
場　和田山老人福祉センター
問・予　兵庫県弁護士会　☎０７８－３５１－１２３３

若者就労・支援に関する無料相談会　若者サポートス
　テーションは、若年無業者の就労自立に向け
　た相談に応じます。
時　６月１５日（火）１３時～１６時
場　和田山公民館第３学習室
問・予　労協若者サポートステーション豊岡　☎０７９６－３４－６３３３

ハーモニカさーくる「あおぞら」～５周年記念感謝の集い～
日時 ６月２６日（土）１９時３０分開演　場所 和田山ジュピーター

ホール（小ホール）　入場料  無料　曲目 青い山脈、この広い野

原いっぱい、野に咲く花のように、千の風になってなど

会員を募集しています　お問い合わせ先 岡部さん☎６７３－２６８０

Ｄ


